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選挙活動報告

大分市議会議員選挙 (投票日：2月21日)

【藤田 敬治 氏】
議員活動の中で、障害児者の福祉や医療の様子

を勉強していると、作業療法士の活躍をいろんな
場面で見ることができます。大分県が取り組んで
いる地域包括ケアシステムでは、地域ケア会議に
作業療法士が参加されていることに感謝していま
す。私自身、作業療法士と連携を継続しながら自
立支援型のマネジメントを推進していきたいと思
います。
今後も一緒に勉強や意見交換をおこないながら、

いろんな問題点をご指摘していただき、それを行
政に反映させていきます。

(ビデオメッセージより)

【岩川 義枝 氏】

発達障害に関わる様々な関係者の中、当
事者に一番早く支援をするのは、作業療法
士だと私は思っています。ですので、当事
者にしっかり寄り添ってもらいたいと思っ
ています。マニュアル的ではなくオーダー
メイドの支援をお願いします。
いつも、お友達のような遊び心を忘れず

に子どもたちに接してくれた作業療法士さ
んに感謝しています。

【衛藤 延洋 氏】

今、コロナ禍で世の中が混乱していま
す。作業療法士の皆さんにおかれまして
も、医療、介護、福祉の現場で大変なご
苦労をされていると思います。対象者の
方々は、皆さんの支援を待ってます。頑
張ってください。
コロナが収束しましたら、この苦労の

話を皆で分かち合いたいですね。
(ビデオ演説より) 

竹田市長選挙 (投票日：4月18日)

出陣式
当連盟より応援演説

今、コロナ禍で大変苦しい状況
でありますが、苦しい中でも希望
をもちながら暮らせる竹田市づく
りのために、全力をあげて精進す
る所存です。
どうか、作業療法士の皆さんに

は、専門職として元気な竹田市づ
くりに引き続きご支援いただきま
すようよろしくお願いいたします。

(メッセージより) 

出陣式の様子

【土居 昌弘 氏】

作業療法は今まさに必要とされている、求められている職種です。作業
療法士というプロの職人として成長されることを期待しています。

(「新卒者へ研修会」でのビデオメッセージより)

出陣式
応援演説を行う木
山副会長



佐伯市議会議員選挙(投票日：4月4日)

今、佐伯市は「地域医療を守る条例」の制定に向けて策定中で
す。本条例が制定されれば、市民の地域医療に対する認識が広ま
り、作業療法士への理解も深まると思います。また、今後の本市
の取り組みの中心には地域包括ケアシステムの構築があります。
それを行うにはリハ職の支えがなければなりません。
これまでのQOLの向上だけでなく、その人らしい暮らしの再構

築と支援のために作業療法士には頑張ってもらいたいです。

豊後大野市議会議員選挙(投票日：4月11日)

【佐藤 昭夫 氏】

岡山県では発達障害のように支援が必要な児童に対し、指導員を
サポートする目的で、学童保育の中に作業療法士を配置しているこ
とを聞きました。そこで豊後大野市も岡山県の取り組みを参考にし
て、3年前から行政、議員、作業療法士が協力し、発達障害児への支
援を行っています。
あらゆる分野で活躍されている作業療法士の皆さんが、これから

も患者や利用者に寄り添って信頼される人材になられることを期待
しています。 (ビデオメッセージより) 

大分県議会議員 竹田選挙区補欠選挙
(投票日：５月16日)

衆議院議員選挙(投票日：10月31日)

「政策協定事項」
◆ 「理学療法士及び作業療法士法」 等の時機に応じた

見直し
◆ 地域共生社会の実現および地域包括ケアシステムに

おける多職種連携を推進するために必要な作業療法
士の配置と活用

「豊後大野市市議会だより」から抜粋

衆議院議員

吉良 州司 氏

由布市議会議員

加藤 幸雄 氏

由布市議会議員選挙(投票日：10月17日)

推薦状を交付し選挙出陣への激励をする



議員視察報告

【視察施設：大分DARC】 10月6日（水）

大分ダルクは依存症の回復支援の場として、主にグ
ループミーティングを実施しています。他にも各種学校
や刑務所への予防・啓発をおこなっていますが、最近は
コロナ禍ということもあり外部と関わる活動がなかなか
出来ていないです。
大分ダルクは大分市の委託支援事業として活動してい

ます。寄付金などを募りながら運営にあてている現状で
す。
薬物依存は、回復できる病気です。「ダメぜったい」

だけでなく、「回復の為の支援」により力が入れられる
とよいと思います。

【視察施設：河村クリニック】

近年は社会的なコミュニケーションの方法の変化もあり、精
神保健における支援が多様化し、新たな課題も多くなっていま
す。ゲーム依存の相談は増えています。現在、個別に作業療法
士が担当支援しています。しかし、辞めさせようとするのでな
く興味があることを共に共有することから始めています。本人
だけでなく家族の支援も重要です。
その他、統合失調症患者の重度化を防ぐ地域支援としてオー

プンダイアローグ「開かれた会話」を実践しています。

【視察を終えて】大分市議会議員 藤田 敬冶

両施設とも、薬物依存症、アルコール依存症、ゲーム依存等からの回復を願う方々に対して、
お互いの自助グループ（ピアカウンセリング）の重要性を理解しました。
回復プログラムを通じて、心のケアと肉体的なケアを取り入れ、本来の自分を取り戻し、新し

い生き方を支援する活動に取り組まれており、大変感銘を受けました。
今後は、社会的偏見を取り除き、行政が連携を深めていくことの必要性を強く感じました。

熱心に話を聞く藤田氏

積極的に意見交換する
【左】岩川氏【右】衛藤氏

依存症からの回復と支援
大分市議会議員の3名に、『薬物依存からの回復』と『ゲーム依存症の支援の現状』の現地
視察を企画し案内しました。それぞれに関わる作業療法士からも直接話を聞いていただき
ました。

『視察議員』大分市議会議員 藤田 敬治 氏、衛藤 延洋 氏、岩川 義枝 氏 3名

薬物依存からの回復

【視察内容】
・大分DARCの活動内容の紹介
・自立訓練での運営に関しての現状や課題
・薬物依存に対する社会的偏見等直接感じる実情

【ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾀｰ】
大分ダルク 施設長 鈴永 貴博 氏

ゲーム依存の現状と治療

【ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾀｰ】作業療法士 ：今村 圭佑 氏・伊東 葵 氏

【視察内容】
◼ ゲーム依存の本人と家族への支援の現状
◼ 統合失調症者の重度化・再入院を防ぐオープンダイア ロー

グの取り組み

パンフレットより

☚【薬物依存とゲーム依存説等に関する実践を説明する作業療法士】
八谷 隆之 氏. 今村 圭佑 氏, 伊藤 葵 氏



大分県作業療法士連盟
認定資格

制度マイスター養成研修会（基礎コース編）と称
した人材育成研修会を年3回シリーズ（無料）で開
催しました。「職能・学術・政治」を深めることの
重要性を各講師の経験を含めご講演いただきました。
作業療法の今後、地域全体の未来を考えられる

『制度マイスター基礎コース修了者』が誕生しまし
た。これからの活躍に期待！

「政治と、作業療法士連盟の活動について」
講 師：荒木 良夫 大分県作業療法士連盟会長

谷 隆博 氏 日本作業療法士連盟副会長
参加者：34名（内オンデマンド参加者7名）

※制度マイスター養成研修会は、今後『応用編』を実施する予定です。ぜひご参加ください。

「制度の変遷と
(一社)日本作業療法士協会の取り組み」
講 師：村井 千賀 氏

日本作業療法士協会理事 制度対策部 副部長
石川県立高松病院 作業療法科長
元厚生労働省老健局 老人保健課課長補佐）

参加者：36名（内オンデマンド参加者6名）

制度についての研修会となると難しい印象がありますが、全3回とも解り易い内容で、
興味を持って聞けました。制度の変遷と診療報酬変化の意味、そこから見えてくる求
められる専門性。改めて「日々、成果が出る本物の作業療法」を目の前の対象者様一
人ひとりに実践する大切さ。そして、大きな視点で、社会と関わることの重要性をひ
しひしと感じました。
「（一社）日本作業療法士協会」「日本・大分県作業療法士連盟」それぞれの立場

より行政や政治への働きかけがあって、作業療法士の活躍の場が作られていることを
理解しました。歴史を知り、今を理解し、先駆者となった功績を次に活かしていくの
が我々会員です。専門職として、これからの行動が作業療法の未来を決めるというこ
とを念頭に置き、日々精進したいと思います。
制度マイスターとして、まだ何ができるか分りませんが、研修で得た、知識・気持

ちを大切に連盟活動や協会活動にも参加していきます。

『制度マイスター研修会に参加して』

＝我々の行動が作業療法の未来を決める＝

【第1回研修会】5月20日

【第2回研修会】8月26日

【最終研修会】11月17日

職能・学術・政治のスペシャリスト

「地域共生社会における作業療法士のとるべき行動
–作業療法士の力を地域で活かす！－」

講 師：佐藤 孝臣 氏 株式会社ライフリー 代表取締役
日本作業療法士協会 理事
大分県作業療法協会 副会長

参加者：37名

制度マイスター研修は、オンデマンドで現在も受講可能です。
ホームページより、申し込みください。

制度マイスター 第1期生
猪野 由美子 氏

（藤華医療技術専門学校）

制度マイスター養成研修会（基礎コース編）



こんなところに作業療法士

清末 悠司 氏

「投票」についての〇×クイズ

医療法人 畏敬会
いのべ訪問介護ステーション 作業療法士

【プロフィール】
・別府市出身
・熊本総合医療リハビリテーション学院卒業

クイズ「選挙入門」 何問正解するかな？全問正解したらあなたは選挙の達人です。

当法人ではステーション内に作業療法士を1名配置し、自立支援
の視点を持った訪問介護員(以下、ヘルパー)の育成を推進していま
す。利用者様が可能な限り、自宅での生活を営むためには自立支援
の視点が非常に重要であるため、ヘルパーの同行訪問や事業所内で
の研修会等を企画しています。
また、在宅で生活している利用者様は、リハ職と関りがない方も

多いため、必要な動作指導や環境調整(福祉用具、住宅改修等)も適
宜行っています。ヘルパーの業務はご自宅での生活援助や身体介護
のみならず、自立支援を目的とした外出支援等も行います。以前、
ご家族様の介護では移動制約があり、好きな場所で食事をしたりご
自身で買い物をすることが困難な方がおられましたが、適切な歩行
器を導入し家族指導や他事業所への申し送りなどを綿密に行うこと
で、今では好きな場所で食事や買い物が出来るようになり、外出を
とても楽しみにされるようになりました。
自立支援の考え方はとても難しく、利用者様によって様々ですが、

これからも日々研鑽し、利用者様の生活の一助となるよう努めてま
いります。



幹事からのコメント

釘宮 慎太郎 氏

社会福祉法人 萌葱の郷
豊後大野子育て総合支援センター 主任

【プロフィール】
・豊後大野市出身
・九州保健福祉大学作業療法学科卒業
大分大学修士課程修了

『投票』に関する説明文です。
正しいか判断してみてください。わかるかな？

本連盟は、多くの方々のサポートの下、設立10周年の節目の年を迎えまし
た。この10年間、保健・医療・ 福祉・教育等の様々な場面で『作業療法
（士）の認知度や必要性がまっ ている』という声を聞くことが増えました。
しかし、『作業療法士って何？』とそもそもの存在が知られていない声も、
まだまだ耳にします。
『作業療法（士）を社会に広めていく』為には政治の力は必要不可欠です。
連盟活動の重要な活動意義です。
政治や制度と聞くと「難しそう」というイメージを誰しも持つと思います。

私もそうでした。政治や制度のことを学ぶことは、私たちの暮らす地域を知
ることに繋がります。
作業療法（士）を必要としている方々のために、私たちの想いをカタチに

していくアクションを共に起こしていきましょう！



YouTube 始めました
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